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C O N TE N TS
・【教員等向け】ダイバーシティ推進に係る研究支援制度の利用者を募集しています

・【学生向け】次世代若手・女性研究者育成支援制度の利用者を募集しています

・ダイバーシティをテーマとした学長との意見交換会を開催しました
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ダイバーシティ推進室は、教員等向けに３つの研究支援を行っており、今年度も利用者を募集しています。

公募

ダイバーシティ推進に係る研究支援制度の利用者を募集しています

■女性エンパワーメント支援制度

趣旨：本学で、教育・研究・社会貢献・校務の分野において活躍が認められ、より高い研究力・指導

力向上を目指す女性研究者を顕彰し、今後の学内外でさらなる活躍のための能力向上を目的と

して研究費を助成します。

詳細：ガルーンに資料を掲載しています。掲載場所はこちら【学内限定】

■研究復帰支援制度

趣旨：出産・育児・介護等のためにやむを得ず研究を一時中断し、その後、研究復帰した研究者を

対象に、本格的な研究再開を可能とする外部資金獲得のための支援として研究復帰支援費

（研究費）を助成するものです。

詳細：ガルーンに資料を掲載しています。掲載場所はこちら【学内限定】

■ライフイベント研究支援員制度

趣旨：研究者が、出産・育児・介護等を理由に研究を断念することなく、研究に専念できる環境を

整備します。ライフイベント研究支援員の利用により研究を継続することで、制度利用者が

研究者としてステップアップし、また本学の多様な人材の力を最大限発揮させることで、本

学の研究力を強化することを目的としています。

詳細：ガルーンに資料を掲載しています。掲載場所はこちら【学内限定】

公募

次世代若手・女性研究者育成支援制度の利用者を募集しています

ダイバーシティ推進室は、大学院生向けに研究支援を行っており、今年度も利用者を募集しています。

■次世代若手・女性研究者育成支援制度

趣旨：本学で学び、研究者を目指す学生を支援し、今後の学内外でのさらなる活躍のための能力向

上、また、研究意欲の向上に資することを目的として、研究費の助成および研究者としての

スキルアップのための支援を実施します。この事業については、茨城大学基金「研究等支援

事業基金」を財源とするものであり、今後も継続的に実施される予定です。

詳細：SharePointに資料を掲載しています。掲載場所はこちら【学内限定】

https://garoon5.ibaraki.ac.jp/scripts/cbgrn/grn.exe/cabinet/index?hid=5214&sf=1&sp=0
https://garoon5.ibaraki.ac.jp/scripts/cbgrn/grn.exe/cabinet/index?hid=5215&sf=1&sp=0
https://garoon5.ibaraki.ac.jp/scripts/cbgrn/grn.exe/cabinet/index?hid=5216&sf=1&sp=0
https://ibarakiuniversity.sharepoint.com/sites/msteams_e2e13a/Shared%20Documents/Forms/AllItems.aspx?csf=1&web=1&e=5Onqg8&CT=1776062136694&OR=OWA%2DNT%2DMail&CID=30560ccf%2Dd63d%2D0e86%2D7e75%2Dc73e50a83ff8&FolderCTID=0x012000BE4D8976370E114CB2AD5DCD80BFE63A&id=%2Fsites%2Fmsteams%5Fe2e13a%2FShared%20Documents%2F%E6%AC%A1%E4%B8%96%E4%BB%A3%E8%8B%A5%E6%89%8B%E5%A5%B3%E6%80%A7%E9%96%A2%E4%BF%82%2F%E6%AC%A1%E4%B8%96%E4%BB%A3%E8%8B%A5%E6%89%8B%E3%83%BB%E5%A5%B3%E6%80%A7%E7%A0%94%E7%A9%B6%E8%80%85%E8%82%B2%E6%88%90%E6%94%AF%E6%8F%B4%E5%88%B6%E5%BA%A6%E3%80%80%E5%8B%9F%E9%9B%86%E8%A6%81%E9%A0%85%E7%AD%89


令和８年３月９日（月）に「令和７年度ダイバーシティをテーマとした学長との意見交換会」を対面と

Teamsでハイブリッド開催しました。当日は約４０名が参加しました。

前半は、令和７年度女性エンパワーメント支援制度を利用した教員のうち人文社会科学野 星純子准教授、

基礎自然科学野 飯沼裕美准教授、応用生物学野 林暁嵐助教に研究紹介をしていただきました。

後半は、「本学における女性教員の研究継続と活躍を促進するための制度設計とは？」をテーマに学長との

意見交換を行いました。参加者からは「育児や介護をする人は、本人にやる気はあっても時間が足りないとい

う状況だと思うので、そのような状況を共有できるネットワークがあったり、評価を配慮していただいたりす

ると良いのではないか」「学野長や課長等の上位職の方が、勤務時間や休暇等の働き方に関する制度を理解し、

部下が相談した時に制度を紹介してくださるような体制が構築されると良いのではないか」といった意見があ

りました。いただいたご意見をもとにダイバーシティ推進室は今年度の取り組みを検討していきたいと思いま

す。

イベント

ダイバーシティをテーマとした学長との意見交換会を開催しました

▲意見交換会の対面で参加した方々の様子です。学野や職位に関わらず多くの方ご参加いただき、貴重な意見

をうかがうことができました。

次ページ以降には令和７年度女性エンパワーメント支援制度に採択された８名の方の報告書を掲載しており

ます。ぜひご一読ください。



R7年度女性エンパワーメント支援制度

研究者氏名：星 純子

研究テーマ：台湾の学校独自課程における社区営造の参入とハイパーメリトクラシー化

研究内容の紹介

・制度がどのような役にたったか。：調査研究用の旅費に非常に有用でした。復帰支援と異なり旅費が
海外出張に使えるのも嬉しかったです。

・制度を利用した研究やその成果等を今後どのように活かしていくか。：次なる科研費の申請や、次の調
査研究に活かしたい。

・女性エンパワーメント支援制度に対する要望。：復帰支援も国外に行けるようにしてほしい

・今後、制度を活用したい・興味がある教員へのメッセージ：ダイバーシティを推進したい

写真やグラフ等の
画像資料

写真やグラフ等の
画像資料

制度を利用した所感

・研究概要

本研究は、2019年から始まった台湾の学校独自課程（校訂課程）の中にまちづくり（社区営造）の知見や運
営方法がどのように参入しているかを考察する。

・研究成果・・・学校の独自課程と社区営造のやりとりは、実は類似の補助金システムによって成り立っており、相
互に依存しながら運営する様子が見えた。

自然教育に関する写真 小学校の校長先生と

＜ 参考 ＞
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R7年度女性エンパワーメント支援制度

研究者氏名：宮﨑 尚子

研究テーマ：日本文学の中国古典文学受容に関する研究～芥川龍之介と川端康成

研究内容の紹介

・科研費に申請する前に検証が必要だったテーマについて取り組むことができて非常にありがたかっ
たです。今回の検証結果をもとに、次回の科研費に挑戦する予定です。

・女性エンパワーメント支援制度は柔軟で利用しやすく。その分成果も出ると感じました。

・今回採択してくださり、ご尽力くださった関係の皆様に心より感謝申し上げます。

写真やグラフ等の
画像資料

写真やグラフ等の
画像資料

写真やグラフ等の
画像資料

制度を利用した所感

・研究概要

明治から大正期にかけての日本では、従来通り中国古典や書は素養として重視されてきた。辛亥革命前後の中
国と日本は文化的にも交流を密にしており、中国古典は京劇という形で当時の日本に広まった実態が明らかに
なってきた。日本統治下の時代においては、陸軍が主導して文学者たちを外地に招聘して、プロパガンダに一役
買わせようとしていた動きと同時に現地での受け止められ方との乖離も見えてきた。久米フィルムの成果報告
では、従来考えられてきた以上に近代文学者同士のつながりは強かったことが分かり、作家同士で外地の情報を
共有していた可能性が出てきた。日中の研究者たちの最新の調査見解を参考にして、新しい視点で文学を捉え
直すことが出来た。中国古典文学の受容を超えた、思想レベルでの日中の文化調査が必要性が分かった。

・研究成果

Ⅰ.第20回国際芥川龍之介学会ISAS南京大会

➀研究発表「川端康成『名人』に見る中国体験と敗戦の影響」／➁南京フィールドワーク／大学院生の学会参加

谷崎潤一郎の「秦淮の夜」の舞台の踏査を行い、新旧の中華思想の一端を伺える明皇陵と中山陵の踏査を行った。
夏目漱石全集装丁の石鼓文と対比される鼎も確認できた。「南京写真館」が放映されている時に南京に行ったが、
日本で注意喚起されているような対応ではなかった。川端康成が戦時下に感じた、日本国内の報道との乖離と
同質のものではないかと思い至った。

Ⅱ.一宮館の芥川荘見学及び近代文学者の書簡調査

一宮館が所蔵している芥川龍之介をはじめとした文学者たちの書簡を調査した。一宮館を介した文学者同士の
交流についての興味深かった。

Ⅲ.久米正雄撮影フィルム修復事業成果報告会

郡山市が所蔵する久米のホームビデオの動画を閲覧した。自然主義や新思潮派等、これまでの定説では沒交流
のように理解されていた文学者たちの和やかな交流の様子が映し出されていた。誌上だけの文言で不仲と判断
するのは請求すぎたということだろう。

Ⅳ.日中演劇交流展－欧陽予倩・田漢と日本

孫文や魯迅のように、留学生たちの動向も含めて考えていく必要があることが分かった。

南京大会の記念写真 中山陵（孫文の墓）、及び鼎の写真 芥川荘及び芥川の河童図の写真
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R7年度女性エンパワーメント支援制度

研究者氏名：李 満紅（り まんほん）
研究テーマ：「初等・中等国語科デジタル教材の開発―附属小中学校との連携研究を視野に―」

研究内容の紹介

・この制度を利用し、デジタル教材を作成するための現地調査を行うことができました。また製作用の機材の購入もで
きました。研究成果としてR８年度中にデジタル教材を公開する予定です。
・本制度を利用させていただきまして、心より感謝申し上げます。

写真やグラフ等の
画像資料

写真やグラフ等の
画像資料

写真やグラフ等の
画像資料

制度を利用した所感

「曝井（さらしゐ）」の調査の関連写真（3枚）

様式２

・研究概要
本研究では、初等・中等国語科デジタル教材を開発し、附属小中学校と連携研究を行う。題材

としては、下記のものを扱う。
・小学校のためのデジタル神話教材の開発：「いなばのしろうさぎ」「あまのいわやと」
・中学校の現行教科書のデジタル古典教材の開発：『枕草子』『百人一首』
・中学校のための地域密着型のデジタル古典教材の開発：「曝井（さらしゐ）」（『常陸国風土記』
『万葉集』）
今年度は各デジタル教材を作成するための準備段階となる。来年度以降は附属小中学校で

の実践を通して、将来的に全国で使えるデジタル教材を開発することを目的とする。
・研究成果

（１）デジタル神話教材の開発

自然界の原則を知るデジタル神話教材「あまのいわやと」の開発：「太陽によって世界が照明さ

れている」、あるいは「昼夜の区別がある」という自然界の原則について、太陽（日神）の再現を

もって説いている「あまのいわやと」は、「日本」という名の国の全地域に通じる恰好の神話教

材であるため、小学校向けにデジタル神話教材を開発した。

（2）地域密着型のデジタル古典教材「さらしゐ」の開発

今年度は主に水戸市にある「曝井（さらしゐ）」の調査をし、デジタル教材を作成した。「曝井」は

『常陸国風土記』に登場し、万葉歌人高橋虫麻呂にも詠まれた場所である。地域密着型教材と

して最適であるため、中学校向けにデジタル古典教材を開発した。



R7年度女性エンパワーメント支援制度

研究者氏名：飯沼 裕美
研究テーマ： J-PARC加速器実験のための大電流遮断スイッチの作成と試験

研究内容の紹介

I. ・制度がどのような役にたったか。

II. ・制度を利用した研究やその成果等を今後どの
ように活かしていくか。

III. ・女性エンパワーメント支援制度に対する要望。

IV. ・今後、制度を活用したい・興味がある教員への
メッセージ など

制度を利用した所感

・研究概要

・
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背景:荷電粒子ビーム軌道制御のために、
パルス磁場発生装置の開発を行っている。

問題設定：最大1.2kAの大電流を120nsの半サイン波

形で印加する必要があるが、パルス後に生じるリン
ギングがビーム軌道へ影響を与える可能性がある。

・本支援精度で取り組んだこと

・

本支援制度により大電流源とコイル間に高速遮断スイッチを挿入し、
ゼロクロス後の不要電流成分を別回路へ逃がす試験を実施した。

・結果 目的→ ゼロクロス以降のリンギ
ング抑制
方法→ 高速スイッチによる回路
切替試験
結果→ リンギング低減確認、ア
ンダーシュート未達

課題と展望→半導体素子の容量

特性が支配的であることが明ら
かとなり、素子選定および回路
定数の最適化が次段階の課題で
ある。

ゼロクロスのタイミ
ングで高速スイッチ
を動作させ、パルス
後に発生するリンギ
ン グ や ア ン ダ ー
シュートの部分が
キッカーコイルに流
れないようにする試
験を行った。

I. 迅速な予算配分により、アイデアを即座に試
作・検証へ移すことができた。2026年6月の国
際会議で成果報告を行い、大電流電源設計に
反映する。

II. 予算配分がタイムリーであること、年度末に
研究報告の機会があるので、研究にメリハリ
がつく。

III. 研究ステップを細かく、試してみたい装置製
作など、トピックスを常に抱えていると利用
しやすいと思います。



R7年度女性エンパワーメント支援制度

研究者氏名：原口 春海

研究テーマ：重ね合わせを許す二次元カッティングストック問題に関する研究

研究内容の紹介

• 本支援を申請者の国際会議渡航費用の一部に充てることによって，共同研究者であるM1の学生(主に計算
機シミュレーションを担当)を伴っての国際会議参加が実現し，学生自身に発表を担って貰った．学生にとっ
て英語での研究発表を経験させることが出来た

• 2023年度に本制度の支援を受けた研究を投稿した論文が202４年3月にacceptされ，同年9月に出版さ
れた．本制度を利用するだけでなく結果を残せたことが嬉しかった

• 科研費等の外部資金が得られていないが，重要だと思う研究テーマに対して積極的に本制度を利用したほう
が良いと思います

写真やグラフ等の
画像資料

制度を利用した所感

・研究概要

紙や鉄板，繊維などの平面状の素材から指定されたサイズの部材を効率的に切り出す問題を2 Dimension 
Cutting Stock Problem（2DCSP）という．2DCSPの目的はコスト最小化であり，対象となるコストは「素
材コスト」と「段取り替えコスト」の2種類である．しかし従来けんきゅの2DSCPに関する研究は素材コストのみ
に着目し，また素材は単層(1枚)であるケースが多い．しかしシート状の特殊素材を切断する現場では段取り替え
コスト削減のために素材を複数枚重ねて切断するケースがある．そこで本研究では，2DSCPに素材の重ね合わ
せを許す条件を追加し，段取り替えコスト最小化を目的としたアルゴリズムの提案と有効性の検証を行う．

・研究成果

目的関数に一般的な歩留り最大化ではなく，切断回数最小化を設定した．また部材のレイアウトと切断の二段
階のヒューリスティクスを用いた解法を提案した．ベンチマークテストを用いた計算機実験を行い一般的な歩留
り最大化を目的関数先行研究(VSN-FFDH)とした場合の切断回数と比較し，有効性を検証した．その結果，表
のとおり切断回数を43.9%から51.1%の削減を実現した．一方で歩留りは87.4% から75.2%へと低下した．

切断回数と歩留りにはトレードオフの関係があり，その関係を条件式として立式した．今回のベンチマークテス
トの場合は1回あたりの切断コストが材料単価の24％以上である場合に,歩留りの維持よりも切断回数を減らす
方が全体的なコスト効率が良くなることが判明した．

上記の成果を2025年12月に開催された国際会議IEEE international conference of Industrial 
Engineering and Engineering Management （IEEM2025）で報告した．会場では，具体的な作業現
場での事例や最適解を得るための方法について質問やコメントがあった．

国際会議会場での記念写真 国際会議での発表
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R7年度女性エンパワーメント支援制度

研究者氏名：福村 真紀子

研究テーマ：地方観光地におけるインバウンドへの言語文化対応に関する調査研究

研究内容の紹介

・継続的な研究が実現でき、研究のモチベーションが大きく高まった。

・データ取得が冬季に限られるため、今年度取得したデータを分析し発表の形にすることは年度内には
難しいが、前年度のデータを利用し、学会発表のみならず論文投稿ができ採択も決まったので本制度を
利用して本当によかった。

・助成金は比較的自由に利用できるので、今後とも継続的な研究の糧として利用したい。特に、旅費や
研究協力者への謝金、文字起こしの外注費用に充てられるのが大変ありがたい。

制度を利用した所感

・研究概要

過去4年間に渡り、長野県志賀高原を調査地として多言語多文化共生社会の実現に向けた課題と可能性を探っ
てきた。その調査から、今後はスノースポーツと自然観察を目的としたインバウンドの増加とサービス提供
側のインバウンドへの言語対応やコミュニケーションのあり方が多言語多文化共生社会実現の鍵の一つとな
ることが見えた。しかし、同時にニセコや白馬で発生しているようなオーバーツーリズムの問題について対
策を講じる必要がある。本研究では、スノースポーツスクールの経営者・指導者及び自然観察ガイドツアー
の経営者及びガイドが抱えるインバウンドへのサービス提供の課題（特に言語文化的な課題）について明ら
かにする。そして、過疎化の進む地方観光地における多言語多文化共生社会実現の糸口を掴むことを目的と
する。そこで、志賀高原のスノースポーツスクールに焦点を合わせ、その経営者と指導者に対しインタ
ビュー調査及び観察調査を3回に分けて行う。調査の観点は①インバウンド受け入れに積極的／消極的なのか
②インバウンドに対してどのようなサービスを提供しているのか③インバウンドへのサービス提供における
課題は何か（言語的問題を中心に）④オーバーツーリズムの問題を含め、インバウンド対応策を講じている
かである。調査で得られたデータは質的に分析し、地方観光地における多言語多文化共生の可能性を探る。

・研究成果

⑴昨年度までのインタビューデータをもとにして、日本スキー学会2025年度秋季大会（2025年9月13日＠中央
大学茗荷谷キャンパス）にて研究発表を行なった。
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⑵調査協力者4名にインタビューを行なって文字化しデータ作成。現在分析中。
⑶日本スキー学会に原著論文を投稿（査読付）し、「掲載可」となった。



R7年度女性エンパワーメント支援制度

研究者氏名：迫田 翠

研究テーマ：微生物接種によるイネの窒素利用効率向上のメカニズム解明

研究内容の紹介

女性エンパワーメント支援制度は、外部資金申請に至っていない新たな研究のチャレンジや、一見派手ではなく
ても重要で地道な研究の遂行に役立つと思いました。今後も同制度の募集があった際には、これまで行っていな
かった新たな研究課題を始めるきかっけとして応募させていただきたいと思っています。

本研究の成果は、今後、学術論文としてまとめていくとともに、新たな外部資金の獲得にも挑戦していく予定で
す。

制度を利用した所感

【研究概要】

窒素肥料の生産には多くのエネルギーを要し、施用された窒素肥料は温室効果ガス排出増加の原因にもなる。
申請者のこれまでの研究において、土壌細菌Azoarcus sp. KH32C株をイネ種子に接種し栽培すると、窒素
無施肥水田でイネの窒素吸収量が増加して初期生育が向上し、さらに、水田由来の温室効果ガス（メタン）の排出
量が約20%低減した。しかし、KH32C株接種によるイネの窒素吸収促進のメカニズムは明らかではない。本研
究では、低窒素投入・低メタン排出の持続可能な作物栽培への利用が期待されるユニークな細菌であるKH32C
株のイネの土壌窒素利用効率向上のメカニズムを解明するため、イネ栽培試験を行い、イネおよび土壌の窒素量
分析、窒素循環関連土壌微生物の動態解析を行う。

【研究成果】

KH32C株を接種および無接種のイネ（日本晴）を茨城大学農学部附属国際フィールド農学センター内の水田で
栽培した。イネの窒素吸収効率を評価するため、水田土壌には同位体標識した化学窒素肥料を施用した。栽培し
たイネを4つの生育段階にて採取し、乾燥重量、全窒素量、15N濃度を測定した。また、イネ栽培期間中の土壌も
採取し、全窒素量と15N濃度を測定した。窒素循環関連微生物の動態解析に用いる土壌サンプルの採取や解析準
備も本制度の支援を受けて進めている。本研究の成果は、次年度以降に学会や論文で発表する予定である。

水田圃場の試験区の様子

（田植え直後）

水田圃場で栽培したイネの根生育したイネの様子
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R7年度女性エンパワーメント支援制度

研究者氏名：林 暁嵐

研究テーマ：緑肥施用の畑地土壌における一酸化二窒素（N2O）ガスの発生量および脱窒活性

研究内容の紹介

私はこれまで，大学から様々な支援を受けてきました．

令和7年度は，これまでの努力と業績が認められ，科研費などの外部資金の獲得や若手ポスター発表優秀賞の受賞に
つながりました．特に，本制度の支援により，研究に必要な消耗品の購入に加え，研究室学生（３～４年生）を学会の参
加や発表，海外調査などに同行させることができ，学生の研究意欲を高めることができました．自分自身の研究を計画
的・効率的に研究を遂行することによって大きく一歩前進させることができ，得られた研究成果を次年度に論文投稿
できるよう準備を進めています．

本制度に採択されたことに心より感謝を申し上げます．

制度を利用した所感

・研究概要

窒素は生命体にとって必要不可欠な元素だが，今では大量な「反応性の高い」窒素（reactive nitrogen; Nr）が地球環境中に放
出されるようになり，さまざまな環境問題を引き起こしている．農地土壌における様々な肥培管理の違いは，作物生産性だけでなく，
土壌中の炭素・窒素動態に影響を及ぼすことが報告されているが，土壌から脱窒（N2O，N2など）によって大気中に排出される窒素
動態については把握できていない．特に，有機農業は慣行農業に比べさらに農地土壌における窒素動態が不明な点が多く，有機農
業推進における評価や将来予測を進める上で，大きな課題となっている．

本研究は，日本の農地に広く存在する黒ボク土の連作畑地土壌を対象として，有機農法である緑肥施用圃場におけるN2Oガスの
排出メカニズムを評価した．異なる肥培管理（化学肥料，有機質肥料，バイオ炭）と緑肥を組み合わせたの連用試験（18プロット）を実
施し，土壌の理化学性（水分飽和度（WFPS），無機態窒素濃度，pH，水溶性有機態炭素 (WESOC)など），N2O排出量および嫌気培
養下におけるN2O排出ポテンシャルを調査した．

土壌は２０２５年1月～１２月に月1回採取し， N2O排出フラックスはクローズドチャンバー法により月２回測定し，施肥や作物残渣
鋤き込み等の後は採取回数を増やした． 特に，緑肥施用による土壌水分の違いに着目し，新しくポータブル型土壌水分計を導入し，
WFPSとN2O排出ポテンシャルの関係性を調査した．

・研究成果

4月下旬～5月中旬にかけてすべての緑肥施用区から残渣被覆２週間後にN2O排出フラックスのピーク（321～1585 μg-N m-

2 h-1）が見られ、緑肥無施用区に比べて19～333倍の瞬間排出量であった．顕著なN2O排出が短期間であっても作期間排出量に
大きく寄与しており，緑肥無施用区に比べて２～５倍の積算排出量であった（Fig. 1）．同時に，土壌のWFPSは緑肥施用区で50～
70%を緩やかに維持したのに対し，緑肥無施用区は10～50%と幅広い変動を見せ，両処理には35％程度の差があった（Fig. 2）．
このことから，残渣被覆により土壌の湿潤環境が維持され，高水準のWFPSによって脱窒が促進したことが考えられた．

本研究は，学部生が卒業研究テーマとして行い，日本土壌肥料学会関東支部大会（群馬大会）においてポスター発表を行った．
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Fig. 1 各肥培管理における積算N2O排出量 Fig. 2 各肥培管理における水分飽和度（WFPS） Fig. 3 学会での学生発表
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